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は
じ
め
に

　
本
論
は
、「
存
在
論
的
転
回
」（ontological turn
）
を
導
入
と
し

て
、
人
類
学
に
関
係
す
る
伝
染
病
の
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を

紹
介
、
論
述
す
る
こ
と
で
、
新
型
の
流
行
病
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肺
炎
を
背
景
に
、
医
療
人
類
学
（m

edical anthropology
）
理

論
が
関
係
す
る
実
証
主
義
的
研
究
へ
の
指
導
的
意
義
を
分
析
、
議
論

し
て
い
く
。

　
近
年
、
現
れ
た
存
在
論
的
転
回
の
趨
勢
は
、
人
類
学
の
物
・
我
が

対
立
す
る
世
界
観
へ
の
批
判
と
天
人
合
一
的
宇
宙
観
の
肯
定
で
あ
る

一
方
、
人
類
学
の
物
・
我
存
在
の
多
元
的
認
知
体
系
の
承
認
に
対
し

て
、
人
間
中
心
主
義
と
唯
科
学
主
義
へ
の
反
対
の
立
場
か
ら
、
人
類

学
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
開
拓
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
に
関
す
る
議
論
は
非
常
に
多
く

の
議
題
に
波
及
し
、
認
識
論
、
方
法
論
、
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
か
ら
学
問
領
域
の
改
革
の
必
要
性
に
ま
で
及
ん
で
い
〉
1
〈

る
。
そ
の
な

か
に
は
、
比
較
的
重
視
さ
れ
て
い
る
研
究
者
と
し
て
ロ
イ
・
ワ
グ

ナ
ー
、
マ
リ
リ
ン
・
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
、

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
デ
ス
コ
ラ
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
コ
ー
ン
ら
が
い
る
。
も
し
、
ワ

グ
ナ
ー
や
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン
ら
が
早
期
に
形
成
し
た
部
分
的
な
観
点
を

現
在
の
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
の
予
言
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
ラ
ト
ゥ
ー
ル
ら
は
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
〉
2
〈

う
。

　
ラ
ト
ゥ
ー
ル
は
、An Inquiry into M

odes of Existence: An An thro
pology of the M

oderns

の
な
か
で
、「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
存
在
論
」

（object-oriented ontology

）
を
提
示
し
、
自
然
科
学
や
社
会
科
学

存
在
論
的
転
回
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
お
け
る 

疫
病
人
類
学

景
軍
・
何
明
（
訳
＝
宗
暁
蓮
）
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が
人
と
自
然
を
は
っ
き
り
と
区
分
す
る
傾
向
を
批
判
し
〉
3
〈
た
。
カ
ス
ト

ロ
は
、Cannibal M

etaphysics

に
お
い
て
、
人
類
学
内
部
に
お
け
る

世
界
存
在
の
多
元
的
認
知
へ
の
蔑
視
が
あ
る
と
認
識
し
、
こ
の
た
め

に
思
想
を
解
放
す
る
態
度
と
「
自
決
存
在
論
」（ontology of self-de-

term
ination

）
の
受
け
入
れ
を
説
い
〉
4
〈
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ス
コ
ラ

は
、Beyond N

ature and Culture

の
な
か
で
「
四
つ
の
タ
イ
プ
の
存

在
論
」（four types of ontology

）、す
な
わ
ち
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
ト
ー

テ
ミ
ズ
ム
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
的
価
値
は
、
自
然
主
義
と
同
様
で
あ
る
と

の
考
え
を
示
し
〉
5
〈

た
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
コ
ー
ン
は
、How

 Forests 
Think

に
お
い
て
、自
然
主
義
の
汎
神
論
と
自
然
主
義
の
対
立
を
「
逆

行
存
在
論
」（inverse ontology

）
と
解
釈
し
、
大
き
な
論
争
を
引
き

起
こ
す
人
間
以
外
に
も
思
考
能
力
が
あ
る
と
い
う
説
を
提
出
し
〉
6
〈

た
。

　
こ
れ
ら
の
新
た
な
民
族
誌
を
も
と
に
存
在
論
的
転
回
を
提
唱
す
る

研
究
者
た
ち
は
、
み
な
、
自
然
を
改
め
て
人
類
学
に
引
き
戻
す
こ
と

で
、
人
間
文
化
の
描
写
の
な
か
に
新
た
な
解
釈
を
施
そ
う
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
が
人
類
学
の
方
向
を
意
味

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
経
路
な
の
か
に
関
わ
ら
ず
、
存
在
論
的

転
回
の
主
流
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
を
先
導
す
る
学
者
た
ち
と
民
族
誌

は
、
基
本
的
に
、
人
間
と
自
然
の
関
係
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
点
が

共
通
し
て
い
る
。

　
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
に
関
す
る
議
論
に
、
中
国
の
研
究
者
た

ち
は
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
加
わ
っ
て
い
な
い
。
関
連
す
る
見
解

と
し
て
は
、
朱
炳
祥
に
よ
る
、
存
在
論
的
転
回
と
は
す
な
わ
ち
研
究

対
象
の
主
体
性
と
主
観
的
認
識
の
表
明
を
人
類
学
の
主
旨
と
す
る
見

方
が
あ
〉
7
〈

る
。
ま
た
、
王
銘
銘
は
、
費
孝
通
の
「
天
人
合
一
論
」
に
よ

り
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
を
分
析
す
る
作
業
を
お
こ
な
い
、
存
在

論
的
人
類
学
と
は
人
と
自
然
の
関
係
を
そ
の
核
心
的
な
問
題
と
す
る

と
い
う
本
質
に
触
れ
て
い
〉
8
〈

る
。
そ
し
て
、朱
暁
陽
は
、「
地
球
科
学
」

（earth science

）
の
部
分
的
概
念
を
借
用
し
、「
地
勢
民
族
誌
」
へ

と
転
化
す
る
試
み
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
存
在
論
的
人
類
学
の
基
本

的
な
精
神
を
実
践
的
で
具
体
的
な
研
究
と
し
て
実
行
し
て
い
〉
9
〈

る
。

　
こ
れ
ら
と
比
べ
る
と
、
朱
剣
峰
が
そ
の
論
文
の
な
か
で
お
こ
な
っ

た
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
の
議
論
は
、
よ
り
確
実
的
で
、
全
面
的

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
態
の
危
機
時
代
に
お
け
る

人
類
学
の
応
答
に
お
い
て
、
彼
は
「
生
物
多
様
性
民
族
誌
」（m

ulti-
species ethnography

）
を
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
の
具
体
的
な

事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、
物
と
人
の
「
共
生
」（sym

biosis

）
概
念

と
、「
種
間
の
越
境
」（interspecies

）
概
念
を
用
い
て
、
存
在
論
的

転
回
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
し
て
生
物
多
様
性
民
族
誌

と
は
一
体
何
を
す
る
も
の
な
の
か
を
説
明
し
て
い
〉
10
〈

る
。

　
朱
剣
峰
の
説
明
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
生
物
多
様
性
民
族

誌
の
研
究
対
象
と
そ
の
範
囲
は
、
人
間
と
そ
の
他
の
も
の
を
含
む
広

汎
な
自
然
界
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
類
学
の
世
界
で
は
よ
く
知
ら

れ
た
ヌ
ア
ー
の
人
々
と
牛
の
群
れ
と
草
の
記
述
や
、
一
連
の
薬
用
植

物
の
民
族
誌
な
ど
は
み
な
こ
れ
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
、
た
だ
、
異
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な
っ
て
い
る
の
は
、
近
年
の
関
連
す
る
研
究
は
、
生
態
環
境
の
危
機

的
状
況
の
悪
化
を
正
視
し
、
人
間
中
心
主
義
に
抵
抗
す
る
必
要
を
提

示
し
て
い
る
、
と
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朱
剣
峰
の
提
唱
す

る
多
種
間
「
共
生
」
概
念
も
理
解
し
が
た
い
も
の
で
は
な
く
、
多
種

間
の
共
生
関
係
は
古
く
か
ら
存
在
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
で

は
な
い
あ
る
種
と
、
他
の
種
と
の
共
生
共
存
関
係
も
ま
た
、
子
ど
も

で
あ
っ
て
も
動
物
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
る
こ
と
で
理
解
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、朱
剣
峰
が
示
し
た
「
多
種
間
の
境
界
を
超
え

る
」こ
と
と
人
類
学
の
相
関
性
は
、
よ
り
実
証
的
な
説
明
を
要
す
る
。

　
以
上
の
諸
視
点
や
説
明
に
関
連
し
て
、
以
下
で
は
、
最
近
盛
ん
と

な
っ
て
い
る
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
説
を
合
わ
せ
て
本
論
の
議
論
す
る
前

提
と
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震
撼
さ
せ
大
流
行
に
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
っ
て
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
（one health

）説
が
、学
術
界
、
政
界
、

メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
広
く
流
行
し
始
め
て
い
る
。
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
提

唱
は
、
実
際
に
は
す
で
に
十
年
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
も
っ
と
も
早

い
例
は
環
境
健
康
学
と
、
獣
医
学
に
由
来
す
る
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
五
年
前
に
定
め
た
定
義
に
よ
れ
ば
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
は

公
衆
衛
生
の
状
況
を
改
善
す
る
多
部
門
協
力
の
戦
略
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
要
点
と
な
る
協
力
行
動
は
、
食
品
の
安
全

保
障
、
人
畜
が
と
も
に
罹
患
す
る
疾
病
の
予
防
、
抗
生
物
質
の
薬
剤

耐
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
あ
る
。
世
界
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
、
最
も

評
価
の
高
い
世
界
五
大
医
学
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
『
ラ
ン
セ
ッ
ト
』

（The Lancet

）
誌
は
、
近
年
、
あ
る
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
こ
で
ワ

ン
ヘ
ル
ス
を
動
物
、
自
然
、
人
間
の
間
の
連
鎖
と
生
態
、
食
物
、
薬

物
間
の
連
鎖
の
相
互
関
係
と
定
義
し
た
。

　
そ
の
意
義
は
、
医
学
研
究
と
診
療
実
践
は
異
な
る
種
お
よ
び
地
域

の
間
で
流
行
す
る
、
爆
発
的
な
感
染
を
す
る
伝
染
病
を
無
視
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
呼
び
か
け
る
点
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
新
た
に
発
生
す
る
、
あ
る
い
は
再
発
す
る
伝
染
病
の
う
ち
七
割

は
人
間
と
動
物
が
と
も
に
罹
患
す
る
疾
病
で
あ
り
、
ま
た
、
食
品
に

起
源
を
も
つ
疾
病
の
頻
繁
な
出
現
も
す
で
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
、

非
常
に
大
き
な
公
衆
衛
生
の
危
機
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
〉
11
〈
る
。
人

間
と
動
物
に
共
通
す
る
疾
病
は
、
種
を
超
え
て
媒
介
の
役
割
を
演
じ

る
も
の
が
必
要
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
が
な
け
れ
ば
発
生
す
る
こ
と
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
説
の
主
旨
は
、
一
連
の
伝
染
病
の

ウ
イ
ル
ス
の
起
源
を
説
明
す
る
こ
と
、
と
く
に
新
た
な
伝
染
病
の
ウ

イ
ル
ス
が
自
然
に
端
を
発
し
て
お
り
、
人
間
が
自
然
を
重
視
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
に
あ
る
。

　
ワ
ン
ヘ
ル
ス
と
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
と
に
関
係
性
が
発
生

し
、
こ
の
概
念
の
も
と
に
連
な
る
一
連
の
問
題
が
医
療
人
類
学
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
す
れ
ば
、
伝
染
病
の
大
流
行
の
中
、
伝
染

病
、
あ
る
い
は
疫
病
と
い
う
領
域
に
お
い
て
、
人
類
学
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
突
き
付
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
本
論
の
命
題
で
あ
る
。
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一
　
伝
染
病
・
疫
病
に
関
す
る
従
来
の
人
類
学
研
究

㈠
　
研
究
対
象

　
次
に
挙
げ
る
伝
染
病
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
前
に
起
き

た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
、
真
菌
が
病
原
と
な
る
微
生
物
が
引

き
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
人
か
ら
人
へ
と

伝
染
す
る
伝
染
病
で
あ
る
。
主
に
、
人
畜
が
と
も
に
罹
患
す
る
疾
病

は
、
動
物
と
人
間
の
間
で
伝
染
す
る
疾
病
で
あ
り
、
伝
染
経
路
は
人

間
と
動
物
の
接
触
と
、
人
間
が
食
用
と
す
る
動
物
に
由
来
す
る
産
品

で
あ
る
、
と
言
え
る
。

　
す
で
に
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
公
衆
衛
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
事
件
に
よ
り
、
相
対
的
に
広
く
知
ら
れ
る
伝
染
病

に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肝
炎
、
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
、
マ
ラ
リ

ア
、
ペ
ス
ト
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
肺
結
核
、
麻
疹
、
猩

紅
熱
、
百
日
咳
、
耳
下
腺
炎
、
水
疱
瘡
、
髄
膜
炎
、
エ
イ
ズ
、
頭
部

白
癬
、
発
疹
チ
フ
ス
、
住
血
吸
虫
、
小
児
麻
痺
、
疱
疹
、
梅
毒
、
狂

犬
病
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
新
型
肺
炎
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
人
々
に
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
伝
染
病
に
は
、
Ｑ
熱
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

症
、
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
、
オ
ウ
ム
熱
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ

症
、
デ
ン
グ
熱
、
炭
疽
病
、
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、

黄
熱
病
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
ワ
ッ
サ
ン
ウ
イ
ル
ス
、
野
兎
病
、

マ
ー
ル
ブ
ル
グ
熱
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
、
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
、
ジ

カ
ウ
イ
ル
ス
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
な
ど
が
あ
る
。

　
世
界
に
新
型
肺
炎
の
感
染
が
爆
発
的
に
流
行
す
る
よ
り
前
に
、
世

界
保
健
機
関
は
こ
れ
ら
数
多
く
の
伝
染
病
の
う
ち
一
〇
種
を
選
び
出

し
、早
急
に
警
戒
が
必
要
な
新
型
流
行
病
（em

erging epidem
ics

）と

し
て
い
た
。
新
型
流
行
病
と
は
、
こ
の
伝
染
病
が
発
見
さ
れ
て
か
ら

あ
ま
り
時
間
が
た
っ
て
お
ら
ず
、
人
類
の
こ
の
種
の
伝
染
病
へ
の
知

識
と
防
疫
技
術
が
依
然
と
し
て
初
歩
的
な
段
階
に
あ
る
も
の
を
指
す
。

　
世
界
保
健
機
関
は
、
二
〇
一
五
年
に
は
じ
め
て
七
種
の
優
先
的
に

防
備
す
る
必
要
の
あ
る
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン

ゴ
出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
、エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、ラ
ッ
サ
出
血
熱
、ニ
パ
ウ

イ
ル
ス
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
ウ
イ
ル
ス
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
お
よ

び
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
発
表
し
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
こ
れ
に

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
を
加
え
る
と
と
も
に
、
Ｘ
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
る
感
染

症
、
す
な
わ
ち
、
病
因
や
病
原
が
明
確
で
な
い
な
が
ら
も
広
範
囲
に

爆
発
的
な
感
染
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
人
類
に
深
刻
な
脅

威
と
な
り
得
る
伝
染
病
へ
の
警
戒
の
必
要
を
示
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
大
流
行
は
、
世
界
保
健
機
関
の
Ｘ
フ
ァ
ク

タ
ー
に
よ
る
感
染
症
の
予
測
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

㈡
　
人
類
学
的
な
研
究
の
実
績

　
こ
れ
ま
で
の
伝
染
病
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
は
、
調
査
研
究
の

契
機
、
ま
た
は
そ
の
実
績
を
論
じ
る
と
、
お
お
よ
そ
四
種
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
つ
目
は
、
偶
発
的
研
究
、
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

際
に
伝
染
病
の
流
行
に
立
ち
会
う
こ
と
で
、
関
連
す
る
研
究
を
展
開

す
る
種
の
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
〇
年
代
初
頭
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ュ
ー
（
許
烺
光
／

Francis L. K
. H

su
）
は
中
国
雲
南
省
喜
洲
に
お
い
て
人
類
学
研
究

に
従
事
し
、
中
国
内
外
に
お
い
て
著
名
なU

nder the Ancestor’s 
Shadow

: Kinship, Personality, and Social M
obility in Village China

を
著
わ
し
〉
12
〈

た
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

M
agic and Science in W

estern Yunnan

と
い
う
作
品
に
も
伝
染
病
の

流
行
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ュ
ー
が
一
九
四
二
年
に
雲
南
省
喜
洲
で
調
査
し

て
い
た
際
に
、
コ
レ
ラ
の
大
流
行
に
出
く
わ
し
〉
13
〈
た
。
こ
の
年
、
ウ
エ

ス
ト
タ
ウ
ン（W

est Town

）の
人
口
は
総
計
八
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た

が
、
コ
レ
ラ
で
落
命
し
た
人
々
は
二
〇
〇
人
に
達
し
た
。
こ
の
著
作

で
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ュ
ー
は
、
当
該
地
域
の
人
々
が
近
代
的
な
薬
品

と
伝
統
療
法
、
さ
ら
に
は
幸
福
祈
願
や
呪
符
、
道
士
に
よ
る
儀
礼
ま

で
を
併
用
す
る
様
子
を
観
察
、
記
録
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
鋭
い
筆

致
に
よ
っ
て
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
示
し
た
人
類
の
思
考
モ
デ
ル
、

す
な
わ
ち
理
性
と
迷
信
の
対
立
、
宗
教
と
科
学
の
対
立
と
い
う
人
類

学
の
古
典
的
理
論
に
内
省
と
批
判
を
加
え
、
さ
ら
に
人
類
学
の
世
界

に
医
学
多
元
主
義
に
つ
い
て
の
学
説
が
発
展
す
る
基
礎
を
築
い
〉
14
〈
た
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
猛
威
を
振
る
っ
た
際
に
、
人

類
学
者
で
あ
る
胡
宗
澤
は
、
ち
ょ
う
ど
河
北
省
十
里
店
村
に
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
最
中
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
十
里
店
村
に
お
け

る
廟
の
祭
祀
の
観
察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
相
当
程
度
の
農
民
た

ち
が
天
災
を
人
災
に
由
来
す
る
文
化
的
ロ
ジ
ッ
ク
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を

見
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宗
教
的
説
教
や
民
間
の
こ
と
わ

ざ
を
通
じ
て
、
新
型
の
伝
染
病
を
認
識
可
能
な
親
し
み
の
あ
る
伝
統

的
な
疫
病
に
転
換
し
、
行
為
の
面
で
の
法
則
と
し
て
は
ま
ず
神
に
救

い
を
求
め
、
そ
の
あ
と
に
医
療
に
救
い
を
求
め
て
、
国
家
と
民
間
を

統
合
し
て
伝
染
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
行
動
を
そ
の
あ
と
に
続
け

た
こ
と
を
提
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
政
府
の
提
起
し
た
科
学
的
な

防
疫
思
想
お
よ
び
そ
の
措
置
と
、
民
間
の
タ
ブ
ー
、
人
々
の
心
情
、

社
会
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
道
徳
的
判
断
が
、
時
に
矛
盾
や
摩
擦

を
引
き
起
こ
し
つ
つ
自
発
的
行
動
と
行
政
の
命
令
の
相
互
融
合
的
な

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
〉
15
〈
た
。

　
二
〇
〇
八
年
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ブ

リ
ッ
グ
ス
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
熱
帯
雨
林
に
住
む
人
々
の
集
落
を
再

訪
し
た
際
に
狂
犬
病
の
大
流
行
に
遭
遇
し
た
が
、
そ
の
初
期
に
お
い

て
は
病
因
が
は
っ
き
り
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
狂
犬
病
は
、
犬
、

狼
、
猫
な
ど
の
肉
食
動
物
に
よ
る
咬
傷
に
よ
っ
て
感
染
し
、
病
原
菌

を
持
っ
た
動
物
を
処
分
す
る
こ
と
で
感
染
源
を
断
つ
こ
と
が
で
き
る

が
、
こ
の
時
の
三
八
名
の
若
者
の
命
を
奪
っ
た
狂
犬
病
の
感
染
媒
体

は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
吸
血
蝙
蝠
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
患
者
の

家
族
や
伝
統
医
療
の
医
師
、
当
該
地
域
の
看
護
師
ら
の
協
力
の
も

と
、
ブ
リ
ッ
グ
ス
は
感
染
病
学
の
専
門
家
で
あ
る
ブ
リ
ッ
グ
ス
夫
人
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と
と
も
に
急
遽
六
〇
時
間
余
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
集
整
理
し
、

当
事
者
の
経
歴
と
経
験
か
ら
そ
の
病
原
の
出
所
を
判
断
し
て
、
ロ
ー

カ
ル
な
知
識
の
重
要
性
を
証
明
し
〉
16
〈

た
。

　
二
つ
目
は
、
介
入
研
究
で
あ
る
。

　
介
入
研
究
と
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
当
該
地
域
の
人
々
の
伝

染
病
の
予
防
と
管
理
の
実
践
に
参
加
す
る
も
の
を
指
す
。
エ
イ
ズ
を

例
に
と
ろ
う
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
医
療
人
類
学
者
で
あ
る
フ
ァ
ー

マ
ー
は
、「
健
康
パ
ー
ト
ナ
ー
」（Partners in H

ealth

）
専
門
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
織
す
る
こ
と
で
、
ハ
イ
チ
に
教
育
病
院
を
開
設
し

た
。
こ
こ
で
は
、
世
界
最
先
端
の
技
術
と
薬
品
を
使
用
し
て
貧
困
者

に
奉
仕
し
、
医
療
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
収
集
し
た
エ
イ
ズ
感

染
者
の
困
難
さ
に
つ
い
て
の
口
述
資
料
を
収
集
し
、
学
術
界
を
震
撼

さ
せ
る
論
文
と
著
作
を
発
表
し
〉
17
〈
た
。

　
中
国
の
雲
南
省
、
四
川
省
に
ま
た
が
る
大
涼
山
、
小
涼
山
地
域
で

は
、
か
つ
て
ヘ
ロ
イ
ン
が
蔓
延
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
部
の
イ
族

の
人
々
が
注
射
器
で
の
薬
物
摂
取
を
通
じ
て
エ
イ
ズ
に
感
染
し
、
薬

物
摂
取
の
経
験
と
販
売
は
相
互
に
関
連
し
て
、
一
部
の
イ
族
の
父
系

氏
族
関
係
を
巻
き
込
む
こ
と
す
ら
起
こ
っ
て
い
た
。
政
府
が
推
進
し

た
エ
イ
ズ
予
防
教
育
は
脅
迫
的
な
色
彩
を
帯
び
て
お
り
、
エ
イ
ズ
の

病
理
の
深
刻
さ
を
極
度
に
推
し
進
め
た
た
め
、
そ
の
影
響
は
良
好
な

も
の
で
は
な
く
、エ
イ
ズ
の
被
害
に
つ
い
て
認
識
を
広
め
た
も
の
の
、

エ
イ
ズ
患
者
へ
の
重
大
な
差
別
を
引
き
起
こ
し
、
薬
物
使
用
者
が
ヘ

ロ
イ
ン
を
断
つ
決
心
を
促
す
効
果
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

　
十
数
年
前
に
、
中
国
の
人
類
学
者
で
あ
る
庄
孔
韶
は
イ
族
研
究
者

の
支
援
の
も
と
で
、
涼
山
地
域
に
赴
い
て
見
識
に
優
れ
た
イ
族
の
家

族
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
。
そ

こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
薬
物
の
氾
濫
に
強
く
心
を
痛
め
る

人
々
に
対
し
て
、
脅
し
と
唯
物
論
的
科
学
主
義
の
宣
伝
は
ほ
と
ん
ど

無
力
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
む
し
ろ
、
年
長
者
の
慣
習
法
の
力
と
涼

山
イ
族
の
人
々
の
家
族
組
織
、
信
仰
儀
礼
、
倫
理
道
徳
、
民
俗
教
育

な
ど
の
レ
ベ
ル
の
文
化
資
本
を
動
員
、
活
性
化
さ
せ
、
薬
物
依
存
リ

ハ
ビ
リ
の
作
業
と
と
も
に
、
薬
物
販
売
者
の
包
囲
討
伐
を
奨
励
す
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
庄
孔
韶
が
こ
の
の
ち
に
展
開
し
た
研
究
は
、
行
動
人
類
学
の
試
み

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
と
彼
の
助
手
た
ち
は
家
族

集
団
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
協
議
の
う
え
、
一
連
の
薬
物
依
存
治
療
儀

礼
を
組
織
し
て
、
か
つ
、
生
贄
の
血
を
啜
り
、
誓
い
を
立
て
る
儀
礼

を
撮
影
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
撮
影
し
た
た
め
で
あ

る
。
た
え
ざ
る
努
力
を
経
て
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
は
、

涼
山
地
域
の
テ
レ
ビ
で
七
回
放
映
さ
れ
た
。
イ
族
の
家
族
集
団
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
こ
の
た
め
に
奔
走
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
映
像
が

家
族
構
成
員
を
薬
物
か
ら
遠
ざ
け
た
い
と
い
う
彼
ら
の
強
い
思
い

と
、
草
の
根
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
薬
物
を
断
つ
運
動
の
文
化
的
な
合

理
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
〉
18
〈

る
。

　
も
う
一
つ
は
、
清
華
大
学
の
あ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
抗
Ｈ
Ｉ
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Ｖ
薬
の
治
療
効
果
に
関
す
る
介
入
調
査
で
あ
る
。
本
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
数
年
前
に
多
方
面
の
協
力
を
通
じ
て
、
雲
南
省
玉
渓
市
の
抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ
薬
治
療
の
効
果
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
治
療
の
現
場
に

深
く
参
入
す
る
こ
と
で
患
者
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
へ
の
従
順
性
を

調
査
し
た
。
三
つ
の
患
者
の
対
照
群
研
究
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ

た
こ
と
は
、
売
春
従
事
者
と
薬
物
使
用
者
の
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、

男
性
同
士
の
同
性
愛
者
の
治
療
受
け
入
れ
の
臨
床
効
果
が
も
っ
と
も

良
好
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
民
間
組
織
が
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
玉
渓
市
の
都
市
部
お
よ
び
周
辺
農
村
部
で
は
極

め
て
効
果
的
に
男
性
同
士
の
同
性
愛
者
た
ち
が
適
時
的
な
エ
イ
ズ
検

査
お
よ
び
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
治
療
を
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
で
あ
〉
19
〈

る
。

　
三
つ
目
は
、
通
常
の
研
究
、
す
な
わ
ち
、
一
連
の
研
究
計
画
に

従
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
場
で
伝
染
病
と
社
会
文
化
に
発
生
し
て

い
る
関
係
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
住
血
吸
虫
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
類
学
者
で
あ
る
マ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

理
論
を
応
用
し
て
研
究
を
展
開
し
、
以
下
の
こ
と
を
発
見
し
た
。
当

該
地
域
の
女
性
の
あ
い
だ
で
陰
部
の
住
血
吸
虫
が
広
く
流
行
し
て
い

る
が
、
長
い
間
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
治
療
、

予
防
機
関
は
、
女
性
の
患
者
に
血
尿
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
奨
励

し
続
け
て
き
た
が
こ
の
措
置
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
原
因

と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の
女
性
が
身
体
を
ぬ
ぐ
う
、
あ
る
い
は
小
便
の

際
に
は
常
に
長
い
ロ
ー
ブ
で
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
陰
部
の
住
血
吸
虫
が
引
き
起
こ
す
血
尿
に
注
意
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
も
し
貞
操
観
念
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
も
と
で
陰
唇
割
礼

を
お
こ
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
た
と
え
血
尿
に
気
が
付
い
た
と
し

て
も
そ
の
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
〉
20
〈

い
。

　
マ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
ま
た
、
以
前
、
中
国
の
研
究
者
と
協
力
し
て
住

血
吸
虫
の
問
題
を
研
究
し
た
際
に
、
収
入
レ
ベ
ル
の
異
な
る
農
村
家

庭
の
病
原
と
な
る
水
へ
の
接
触
頻
度
と
そ
の
経
路
を
記
録
し
て
、
社

会
階
層
の
視
点
か
ら
住
血
吸
虫
の
感
染
と
社
会
状
態
と
作
用
を
詳
細

に
論
じ
て
い
〉
21
〈

る
。

　
四
つ
目
は
考
古
学
研
究
で
あ
っ
て
、
特
に
、
容
易
で
は
な
い
遺
跡

の
発
見
か
ら
、
歴
史
上
発
生
し
た
重
大
な
伝
染
病
感
染
地
域
で
お
こ

な
わ
れ
る
生
物
考
古
学
と
歴
史
文
献
学
の
研
究
で
あ
る
。

　
ペ
ス
ト
で
死
亡
し
た
人
々
の
埋
葬
地
と
村
落
の
遺
跡
か
ら
の
発
見

と
、
文
献
を
総
合
し
た
研
究
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ペ
ス

ト
の
大
流
行
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
放
逐
に
従
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
証

明
し
た
。
文
献
記
録
、
形
質
人
類
学
の
測
量
、
副
葬
品
の
総
合
的
な

分
析
を
通
じ
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ペ
ス
ト
流
行
に
関
す
る
死

亡
率
に
つ
い
て
、
年
齢
分
布
、
信
仰
の
タ
イ
プ
、
社
会
階
層
な
ど
の

面
で
よ
り
正
確
な
証
拠
が
増
え
て
き
〉
22
〈

た
。

　
中
国
で
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
東
西
文
化
交
流
の
懸
け
橋
と
み
な

す
研
究
が
、
疾
病
研
究
に
よ
っ
て
よ
り
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ

の
研
究
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い
の
ミ
イ
ラ
や
古
代
の
ト
イ
レ
の
土

壌
か
ら
墳
墓
が
保
存
し
た
骨
盤
の
土
壌
ま
で
を
収
集
し
、
七
種
類
の
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腸
管
寄
生
虫
を
見
出
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
華
支
睾
吸
虫
、
す
な

わ
ち
中
国
型
肝
吸
虫
も
含
ま
れ
る
。
湖
北
省
の
前
漢
お
よ
び
戦
国
時

代
の
遺
体
か
ら
は
、
肝
吸
虫
の
虫
卵
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
人

間
と
動
物
が
と
も
に
罹
患
す
る
伝
染
病
が
中
国
で
は
少
な
く
と
も
二

三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
中
国
西
北
部
の

二
〇
〇
〇
年
前
に
整
備
さ
れ
た
宿
場
の
ト
イ
レ
の
土
壌
か
ら
も
肝
吸

虫
の
虫
卵
が
続
け
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
肝
吸
虫
が
当
時
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
に
沿
っ
て
一
五
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
地
域
に
わ
た
っ
て
感
染
し

て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
古
代
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
交
易
を
接
続
し
、
民
族
の

移
動
や
文
化
の
相
互
交
流
を
促
す
と
同
時
に
、
伝
染
病
の
伝
播
に
も

機
会
を
与
え
た
の
で
あ
〉
23
〈

る
。

二
　
医
療
人
類
学
／
疫
病
人
類
学
に
お
け
る 

伝
染
病
研
究
の
新
し
い
試
み
と
し
て

㈠
　
背
景

　
先
述
の
よ
う
に
、ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
、エ
ボ
ラ

出
血
熱
、ラ
ッ
サ
出
血
熱
、ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
ウ
イ

ル
ス
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
ジ
カ
ウ
イ
ル

ス
は
み
な
新
た
な
感
染
性
流
行
病
で
あ
る
。
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
保
健
機
関
の
列
挙
す
る
新
型
伝
染
病
の
第
一
〇
番
目

と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
一
部
の
人
類
学
者
が
こ
の
新
た
な
伝
染

病
を
非
常
に
重
視
す
る
原
因
は
、
大
ま
か
に
三
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
ず
、
一
つ
目
は
、
人
類
学
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
の
場
に
関
係

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
類
学
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
の
場
の
多
く
が
、
開
発
途
上
国
あ

る
い
は
低
開
発
地
域
に
位
置
し
て
お
り
、
世
界
保
健
機
関
の
定
め
た

一
〇
種
の
新
た
な
感
染
症
が
、
最
初
は
ち
ょ
う
ど
開
発
途
上
国
あ
る

い
は
低
中
所
得
国
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
国
々
の
科
学
技
術
能
力
は
不
足
し
て
お
り
、
中
国
を
除
い
て
、

み
な
自
国
で
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
す
る
能
力
が
な
い
。
現
時
点
で
は
、

た
だ
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
候
補
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
の
み
で

あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
医
療
資
源
が
開
発
途
上
国
で

は
極
度
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
通
常
発
熱
を
伴
う
新
た
な
感
染
症
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
例
と

し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
十
箇
所
の
国
家
病
院
で
は
呼
吸
器
す
ら
な
く
、

依
然
と
し
て
旧
式
の
酸
素
ボ
ン
ベ
で
重
症
患
者
の
救
命
に
あ
た
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
新
型
伝
染
病
は
、
人
間

と
、
動
物
の
血
液
、
尿
、
糞
便
、
嘔
吐
物
あ
る
い
は
身
体
の
分
泌
物

や
粘
膜
、
破
損
し
た
皮
膚
の
接
触
を
経
て
発
生
し
、
人
畜
間
と
人
間

間
で
感
染
し
て
ゆ
く
。
こ
の
伝
染
経
路
は
基
本
的
に
大
部
分
の
新
型

伝
染
病
に
共
通
し
て
お
り
、
ラ
ッ
サ
出
血
熱
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ニ

パ
ウ
イ
ル
ス
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
熱
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
ら
は
み
な
、
直
接
接
触
に
よ
り
伝
播
す
る
。
空
気

も
ま
た
、
も
う
一
つ
の
伝
染
経
路
と
な
る
。
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し
か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
新
た
な
伝
染
病
の

感
染
様
式
と
宿
主
を
探
す
こ
と
は
生
物
学
の
事
実
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
型
伝
染
病
の
感
染
様
式
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
文
化
慣
習
と
相
関
わ
る

問
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
流
行
地
に
お
い

て
、葬
儀
の
際
に
遺
体
と
接
触
す
る
と
い
う
慣
習
は
、繰
り
返
し
マ
ー

ル
ブ
ル
グ
熱
と
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
爆
発
的
感
染
を
引
き
起
こ
し
た
。

「
注
文
が
あ
っ
て
か
ら
絞
め
る
」飲
食
文
化
の
存
在
す
る
中
国
で
は
、

こ
れ
が
人
間
と
罹
患
し
て
い
る
動
物
が
接
触
す
る
確
率
を
あ
げ
る
要

素
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
す
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
に
、
二
番
目
と
し
て
、
新
型
伝
染
病
が
誘
発
す
る
人
類
学
的
研

究
の
具
体
的
な
問
題
の
ひ
と
つ
に
、
中
間
的
事
物
が
導
く
ウ
イ
ル
ス

の
越
境
の
問
題
お
よ
び
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
政
治
化
、
文
化
的

レ
ッ
テ
ル
化
を
阻
止
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
野
生
動
物
が
宿
主
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
が
人
間
世
界
に

越
境
し
宿
主
を
探
す
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
は
蚊

に
由
来
し
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
も
同
じ
で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ

出
血
熱
ウ
イ
ル
ス
は
ダ
ニ
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
、
ラ
ッ

サ
出
血
熱
は
野
ネ
ズ
ミ
、
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
は
蝙
蝠
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱

と
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
熱
は
同
じ
く
猿
に
由
来
す
る
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
に
つ
い
て
も
野
生
動
物
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

新
型
の
伝
染
病
が
稀
に
し
か
見
ら
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
生
物
多
様
性
の
事
実
を
意
味
す
る
。

加
え
て
、
関
連
す
る
予
防
対
策
も
ま
た
、
異
な
る
政
治
体
制
と
文
化

伝
統
と
い
う
社
会
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
偏
見
や
差
別
、
誹
謗
、
さ
ら

に
は
排
斥
が
、
新
型
の
伝
染
病
の
大
規
模
な
流
行
に
伴
っ
て
現
れ
、

か
つ
、
増
幅
す
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
な
ど
の
高
等
研
究
機
関
に
所
属

す
る
長
期
に
わ
た
っ
て
中
国
研
究
に
従
事
す
る
人
類
学
者
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
か
ら
す
ぐ
に
署
名
活
動
に
参
加
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
感
染
症
の
政
治
化
、
文
化
的
レ
ッ
テ
ル
化
を
阻
止
す

る
こ
と
を
学
術
界
に
呼
び
か
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
諸
種
の
阻
止
運
動
と
政
治
家
た
ち
が
政
治
的
正
確
さ
へ

の
敏
感
性
を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
世
界
保
健
機
関

が
提
示
し
た
「C

O
V

ID
‒19

」
の
名
称
が
、「
武
漢
ウ
イ
ル
ス
」
と

い
う
名
称
を
圧
倒
し
た
。
こ
れ
は
中
国
の
肩
を
持
っ
た
の
で
は
な

く
、
世
界
保
健
機
関
が
二
〇
一
五
年
に
す
で
に
決
定
し
て
い
た
よ
う

に
新
た
な
感
染
症
の
命
名
権
を
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
国
際
疾
病
分

類
委
員
会
へ
と
受
け
渡
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
命
名
に
際
し
て
動

物
の
名
称
、
人
名
、
国
名
、
地
名
を
用
い
る
こ
と
で
汚
名
と
し
て
し

ま
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
そ
し
て
三
番
目
に
、
医
療
人
類
学
の
世
界
に
お
い
て
重
要
な
命
題

的
関
心
事
の
ひ
と
つ
は
、疾
病
の
意
味
の
社
会
文
化
的
構
築
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開
す
る
一
つ
の
切
り
口
は
、
ス

テ
ィ
グ
マ
化
で
あ
る
。
患
者
が
名
誉
を
汚
さ
れ
る
形
式
は
そ
れ
ぞ
れ
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に
異
な
る
。
感
染
症
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
古
代

か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
現
在
ま
で
ス
テ
ィ
グ
マ
化
が
な
さ
れ
た
程

度
が
甚
だ
し
い
。
国
内
外
の
社
会
学
お
よ
び
人
類
学
の
関
連
す
る
研

究
は
、
た
び
た
び
ゴ
フ
マ
ン
の
「
ス
テ
ィ
グ
マ
理
論
」
を
分
析
枠
組

み
と
し
て
き
た
。
ゴ
フ
マ
ン
の
ス
テ
ィ
グ
マ
帰
属
定
義
は
、
社
会
グ

ル
ー
プ
の
ス
テ
ィ
グ
マ
は
三
つ
の
排
斥
さ
れ
る
差
異
化
に
基
づ
く
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
目
に
身
体
の
障
害
あ
る
い
は
変
形
、

二
つ
目
に
異
な
る
人
格
や
性
格
、
三
つ
目
に
民
族
あ
る
い
は
信
仰
な

ど
に
お
け
る
文
化
的
差
異
と
し
て
い
〉
24
〈

る
。

　
現
代
の
臨
床
医
学
が
誕
生
し
た
の
ち
の
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
染
病
患

者
の
う
ち
で
そ
の
ス
テ
ィ
グ
マ
が
も
っ
と
も
深
刻
で
あ
っ
た
の
は
、

メ
ア
リ
ー
・
マ
ロ
ー
ン
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
め
、
発
疹
チ
フ
ス
リ

ケ
ッ
チ
ア
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
流
行
し
た
当
時
、
メ
ア
リ
ー
は
八
つ

の
家
庭
で
食
事
を
作
っ
て
い
た
。
彼
女
自
身
が
無
症
状
患
者
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
ら
ず
、
結
果
的
に
五
三
人
に
感
染
さ
せ
、
そ
の
う
ち
三

名
が
死
亡
し
た
。
彼
女
が
警
察
に
拘
留
さ
れ
た
あ
と
、
メ
デ
ィ
ア
は

大
々
的
に
「
腸
チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
流
布
さ
せ
、

政
敵
へ
の
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
創
り
出
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
衛

生
局
は
、
彼
女
に
二
年
間
の
隔
離
を
強
制
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
隔

離
が
解
除
さ
れ
た
の
ち
も
、「
腸
チ
フ
ス
の
メ
ア
リ
ー
」
を
報
じ
た

ニ
ュ
ー
ス
が
彼
女
の
実
名
と
写
真
を
使
用
し
た
こ
と
か
ら
、
メ
ア

リ
ー
は
仕
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
ず
、
流
浪
の
身
と
な
り
、
亡
く
な

る
と
き
に
で
さ
え
故
意
に
伝
染
病
を
感
染
さ
せ
た
と
い
う
ス
テ
ィ
グ

マ
を
伴
う
こ
と
と
な
っ
〉
25
〈
た
。

　
こ
こ
で
解
説
す
べ
き
な
の
は
、
メ
ア
リ
ー
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で

あ
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
差

別
を
受
け
た
主
な
原
因
が
そ
の
移
民
の
身
分
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
何
度
か
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お

け
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
危
機
の
と
き
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
経
歴
が
あ

り
、
一
〇
〇
年
余
り
さ
か
の
ぼ
れ
ば
み
な
避
難
民
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
後
に
は
主
に
社
会
の
下
層
の
職
業
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
〉
26
〈

た
。

　
世
界
保
健
機
関
の
指
定
し
た
一
〇
種
類
の
新
た
な
伝
染
病
の
う

ち
、
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
は
ケ
ニ
ア
の
地
名
か
ら
命
名
さ
れ
て
お
り
、

エ
ボ
ラ
出
血
熱
は
コ
ン
ゴ
の
河
川
名
に
由
来
す
る
。
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
村
落
名
、
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
は
ウ
イ

ル
ス
の
社
会
地
理
的
分
布
が
極
致
に
達
し
た
地
域
か
ら
そ
の
名
が
と

ら
れ
た
。
実
際
、
地
名
か
ら
疾
病
を
命
名
す
る
に
あ
た
っ
て
、
科
学

的
意
味
は
な
く
、
一
種
類
あ
る
い
は
数
種
類
の
伝
染
病
は
ま
っ
た
く

異
な
る
場
所
で
あ
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。
ラ
ッ
サ
熱
の
ウ
イ
ル
ス

は
国
外
か
ら
来
た
宣
教
師
が
死
亡
し
た
こ
と
か
ら
公
的
な
注
目
を
受

け
、
虱
潰
し
に
病
原
の
調
査
を
お
こ
な
う
過
程
で
ま
ず
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
ラ
ッ
サ
と
い
う
町
で
感
染
者
を
発
見
し
た
。
こ
の
町
と
五
〇
キ

ロ
以
内
の
村
落
、
小
さ
な
町
に
は
何
ら
差
異
が
な
か
っ
た
が
、
た
だ

虱
潰
し
の
病
原
検
査
の
最
初
の
努
力
が
こ
の
伝
染
病
の
命
名
に
結
び

付
い
た
。
あ
る
伝
染
病
が
命
名
さ
れ
た
後
、
ラ
ッ
サ
村
落
全
体
は
陰
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り
の
な
か
で
衰
退
し
た
。

　
ラ
ッ
サ
村
落
に
類
似
し
た
例
は
中
国
に
も
あ
る
。
十
数
年
前
に
、

河
南
省
の
農
村
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
結
果
、
売
血
を
し
て
い

た
大
量
の
農
民
た
ち
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
一
時
期
、
河
南
省
の
エ
イ
ズ
と
い
う
言
い
回
し
が
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
広
く
流
通
し
、
河
南
省
上
蔡
県
で
は
、
二
〇
〇
三
年
の
一
年

間
で
外
地
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
三
〇
万
人
の
農
村
出
身
の
労
働
者

た
ち
が
押
し
戻
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
河
南
省
の
エ
イ

ズ
患
者
が
血
液
の
つ
い
た
注
射
針
を
故
意
に
他
人
に
刺
し
て
い
る
と

い
う
悪
辣
な
流
言
も
現
れ
〉
27
〈
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
患
者
の
ス
テ
ィ
グ
マ
の
社
会
分
布
に
は
、
明
ら
か

な
断
層
的
な
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
ゴ
フ
マ
ン
の
言
う
差
異
あ
る
身
体
、

性
格
、
民
族
や
地
域
と
新
興
宗
教
の
他
、
社
会
的
地
位
や
意
識
形

態
、
文
化
伝
統
、
国
籍
、
さ
ら
に
は
あ
る
国
家
の
世
界
に
お
け
る
経

済
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
疾
病
ス
テ
ィ
グ
マ
の
断
層
ラ
イ
ン
と
な
り
得

る
。
こ
こ
で
い
う
断
層
ラ
イ
ン
と
は
、
自
己
と
他
者
を
分
か
つ
非
常

に
明
確
な
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
分
離
は
、
困
難
な
状
況
に
あ
る
個

人
、
グ
ル
ー
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
区
、
国
家
、
ひ
い
て
は
人
類

共
同
体
に
対
し
て
も
不
利
に
働
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は

人
類
学
が
疫
病
研
究
を
重
視
す
る
背
景
で
あ
る
。

㈡
　
医
療
人
類
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

　
医
療
人
類
学
の
分
野
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
生
物
学
の
概
念
も
ま
た

使
用
頻
度
が
高
く
、
か
つ
重
要
で
あ
る
。
そ
の
核
心
的
な
思
想
は
、

生
物
学
は
ロ
ー
カ
ル
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
ロ
ー
カ
ル

性
は
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
発
生
す
る
。

　
一
つ
目
は
、
生
物
学
の
意
義
上
の
も
の
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
特

性
を
持
つ
生
物
種
、
自
然
環
境
、
飲
食
の
構
造
が
人
間
の
健
康
へ
と

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
社
会
生
物
学
の
意
義
上

の
も
の
で
あ
り
、
地
域
的
差
異
や
ロ
ー
カ
ル
社
会
の
文
化
的
制
約
を

受
け
た
人
間
の
行
為
と
認
知
で
あ
る
。
前
者
は
地
域
的
な
疾
病
を
例

に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
は
、
飲
食
文
化
が
そ
の
典
型
例
で
あ

る
。
こ
の
両
者
の
総
合
は
、
生
物
的
な
血
縁
関
係
と
社
会
的
な
親
族

関
係
の
連
結
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
を
例
に
述

べ
て
い
こ
う
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
に
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
が
西
ア
フ
リ
カ
で
流
行

し
始
め
た
。
二
年
余
り
の
間
に
ギ
ニ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ

ネ
の
三
か
国
で
合
計
二
万
八
六
一
六
人
に
感
染
し
、
一
万
一
三
一
〇

人
が
亡
く
な
っ
た
。
科
学
者
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
分
子
疫
学

（m
olecular epidem

iology

）
が
エ
ボ
ラ
流
行
期
間
中
に
運
用
可
能

と
な
っ
た
。
そ
の
鍵
と
な
っ
た
の
は
、
感
染
者
の
血
液
サ
ン
プ
ル
を

採
集
し
、
遺
伝
子
系
図
の
分
析
を
通
じ
て
ウ
イ
ル
ス
伝
播
の
基
本
的

法
則
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
場
で
の
流
行

病
の
調
査
が
、
エ
ボ
ラ
が
町
か
ら
遠
く
離
れ
た
農
村
か
ら
そ
の
ほ
か

の
農
村
へ
、
続
い
て
都
市
に
向
か
っ
て
い
っ
た
伝
播
の
経
路
は
幾
筋

か
の
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
最
初
に
見
出
し
た
。
患
者
の
証
明
可
能
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な
遺
伝
関
係
の
遠
近
に
つ
い
て
の
分
子
疫
学
が
こ
れ
を
後
追
い
で
証

明
し
た
の
だ
が
、
一
点
か
ら
多
点
へ
、
農
村
か
ら
都
市
へ
広
が
っ
た

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
状
況
を
形
成
し
て

お
り
、
そ
の
核
は
血
縁
関
係
で
あ
る
。

　
人
類
学
的
な
よ
り
進
ん
だ
解
釈
で
は
、
こ
の
一
帯
の
人
口
流
動
は

血
縁
と
婚
姻
関
係
を
相
当
程
度
反
映
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
最
貧

困
国
家
に
列
な
る
ギ
ニ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
三
か
国

で
は
、
普
通
の
人
々
の
就
学
、
就
職
、
医
者
に
か
か
る
こ
と
、
避

難
、
救
い
を
も
と
め
る
こ
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
こ
と
、
栄
転
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
生
計
に
関
わ
る
大
き
な
活
動
は
、
す
べ

て
親
族
関
係
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
人
口
流
動
の
方
向
も
普

通
は
親
族
の
い
る
場
所
へ
と
向
か
う
。
ウ
イ
ル
ス
の
地
理
的
分
布
と

移
動
経
路
は
、
ほ
と
ん
ど
親
族
関
係
の
地
理
的
分
布
と
移
動
経
路
に

等
し
い
の
で
あ
〉
28
〈

る
。

　
以
上
の
発
見
に
従
え
ば
、
家
庭
で
の
予
防
と
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
一
致
さ
せ
る
べ
き
だ
が
、
実
際
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。

　
エ
ボ
ラ
の
流
行
が
猛
威
を
振
る
っ
た
時
期
、
こ
の
地
域
の
埋
葬
習

俗
は
遺
体
の
洗
浄
を
直
系
親
族
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
に
、
い
わ
ゆ
る
直
接
遺
体
に
接
触
し
た
ス
ー
パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー

が
現
れ
た
、
と
い
う
説
が
あ
る
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
政
府
は
こ
の
た
め

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
措
置
を
採
用
し
、
国
民
が
伝
統
的
葬
礼
に
参
加
す
る

こ
と
を
禁
じ
、
遺
体
は
防
疫
ス
タ
ッ
フ
し
か
処
理
で
き
な
い
よ
う
に

し
た
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
安
全
か
つ
尊
厳
あ
る
葬
礼
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
、
す
ぐ
に
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
エ

ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
で
の
議
題
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
で
研
究
を
し
て
い
た
人
類
学
者
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
は

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
て
、
ほ
か
の
事
柄
に
触
れ
ず

に
葬
礼
だ
け
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
示
し
、
患

者
へ
の
ケ
ア
、
臨
終
に
あ
た
っ
て
の
心
遣
い
、
死
亡
埋
葬
の
三
つ
の

ス
テ
ッ
プ
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
彼
は
、
あ

る
現
地
調
査
の
結
果
を
引
用
し
て
、
三
割
以
上
の
調
査
対
象
者
が
自

分
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
親
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
尊
敬

を
受
け
た
人
々
の
葬
礼
を
お
こ
な
う
、
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
を
提

示
し
て
い
る
。
こ
の
割
合
は
、
た
と
え
大
災
害
に
遭
遇
し
て
も
一
部

の
人
々
は
哀
悼
を
示
す
伝
統
的
な
儀
式
を
放
棄
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
仲
間
た
ち
が
寂
し
い
状
況
の
中
で
こ
の
世
を
去
る
こ
と
を
放
っ

て
お
け
ず
、
さ
ら
に
は
こ
う
し
た
努
力
が
す
で
に
臨
終
以
前
か
ら
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
医

療
支
援
チ
ー
ム
が
疫
病
流
行
地
域
に
到
着
し
て
も
、
限
り
あ
る
人
的

資
源
と
有
効
性
に
限
界
の
あ
る
薬
物
し
か
な
い
以
上
、
多
く
の
患
者

が
重
症
や
末
期
に
な
れ
ば
自
宅
に
帰
さ
れ
親
族
の
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

　
エ
ボ
ラ
の
流
行
地
域
が
軍
事
化
し
て
い
る
と
い
う
事
態
は
、
外
か

ら
の
援
助
が
届
い
て
も
末
端
の
家
庭
に
届
け
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
葬
礼
か
ら
感
染
す
る
リ
ス
ク
に
比
べ
て
、

家
庭
で
の
ケ
ア
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
は
さ
ら
に
大
き
く
、
も
し
迷
信
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に
属
す
る
伝
統
的
葬
礼
を
非
難
す
る
だ
け
で
、
家
庭
で
の
ケ
ア
が
直

面
し
て
い
る
感
染
リ
ス
ク
へ
の
関
心
を
払
わ
な
い
な
ら
、
こ
の
種
の

非
難
に
よ
り
、
さ
ら
に
大
き
な
誤
り
を
見
逃
し
て
し
ま
う
。

　
エ
ボ
ラ
の
流
行
地
は
、
普
遍
的
に
医
療
や
薬
品
が
欠
乏
し
て
お

り
、
政
局
が
不
安
定
で
、
国
際
組
織
に
よ
る
当
該
地
域
の
人
々
の
文

化
習
俗
へ
の
理
解
も
極
め
て
乏
し
い
。
ニ
ュ
ー
ス
伝
達
の
技
術
も
比

較
的
劣
っ
て
お
り
、
広
く
社
会
を
動
員
す
る
こ
と
や
健
康
教
育
を
実

施
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
易
度
が
高
い
。
感
染
が
爆
発
的
に
拡
大
し

た
後
、
家
族
と
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ほ
ぼ
唯
一
の
信
用
で
き
る

社
会
単
位
と
ケ
ア
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
。
も
し
ケ
ア
を
す
る
人
々

が
す
で
に
頻
繁
に
、
臨
終
を
迎
え
る
人
々
と
接
触
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、
必
然
的
に
遺
体
を
洗
浄
す
る
の
も
家
庭
の
ケ
ア
の
一
部
と
な
っ

た
の
で
あ
〉
29
〈
る
。

　
以
上
の
分
析
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
、
家
庭
で
の
安
全
な
ケ
ア
の
経
験
を
推
奨
し
た
。
こ

れ
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
感
染
症
へ
の
対
応
能
力
の
低
下
と
、
一
部
の

人
々
が
個
人
的
に
患
者
を
ケ
ア
し
て
い
る
社
会
的
事
実
を
直
視
し
た

も
の
で
あ
り
、
家
庭
を
単
位
と
し
た
ウ
イ
ル
ス
遮
断
戦
略
を
採
用
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
推
奨
は
、
一
方
で
、

感
染
状
況
の
緩
和
を
家
庭
に
頼
り
つ
つ
、
慎
重
な
方
法
を
採
用
す
る

こ
と
で
遺
体
の
処
理
を
家
族
に
許
す
も
の
で
も
あ
っ
〉
30
〈

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
人
類
学
研
究
に
基
づ
く
建
設
的
な
問
題
解
決
の
方
法

は
、
隔
離
で
あ
る
。
感
染
が
拡
大
し
た
後
、
感
染
者
の
隔
離
措
置
が

必
須
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
の
人
的
資
源
に
は
限
界
が
あ
り
、

家
か
ら
家
へ
と
隔
離
者
へ
生
活
必
需
品
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

村
人
の
手
助
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
感
染
し
て
い
な
い
村
民

の
恐
れ
は
大
き
く
、
隔
離
さ
れ
た
家
族
を
支
援
す
る
こ
と
に
消
極
的

で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
う
し
た
家
庭
は
感
染
症
の
悪
化
に
つ

い
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
り
、
支
援
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
人
々
す
ら
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
の
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
現
地
政
府
と
国
際
組
織
が
関
連
対
策
の
制

定
を
援
助
す
る
た
め
に
特
別
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
編
集
し
た
。
こ
の

文
書
は
、
除
隊
軍
人
へ
の
福
利
カ
ー
ド
の
配
布
方
式
を
借
用
し
て
、

隔
離
さ
れ
た
家
庭
に
簡
易
携
帯
電
話
と
い
く
ば
く
か
の
経
費
を
送
り

届
け
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
に
こ
れ
ら
の
家
庭
が

隔
離
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
に
貢
献
し

て
い
る
と
示
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
こ
の
提
案
は
、す

で
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
に

由
来
し
て
い
る
。
人
類
学
者
た
ち
は
か
つ
て
こ
の
一
帯
で
の
定
点
調

査
を
お
こ
な
っ
て
以
下
の
事
柄
を
知
っ
て
い
た
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の

内
戦
終
了
後
に
大
量
の
軍
人
が
復
員
し
社
会
に
回
帰
し
た
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
は
政
治
的
立
場
の
相
違
か
ら
蔑
視
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
排

斥
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
政
府
は
政
局
を
安
定
さ
せ
る
た

め
、
す
べ
て
の
老
兵
に
少
額
の
福
利
費
を
提
供
し
た
。
こ
の
福
利

カ
ー
ド
は
、
新
政
府
を
支
持
す
る
老
兵
た
ち
に
と
っ
て
国
家
が
自
己
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を
承
認
し
て
く
れ
る
指
標
と
な
り
、
か
つ
て
新
政
府
に
反
対
し
た
老

兵
た
ち
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
う
し
た
福
利
は
新
た
な
政
権
が
過
去

の
遺
恨
を
問
題
に
し
な
い
国
家
の
行
為
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、

政
府
に
協
力
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
溶
け
込
も
う
と
し
さ
え
す
れ
ば
、

公
民
の
資
格
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は
か
る
指
標
と
な
っ
て
い
〉
31
〈

る
。

㈢
　
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
の
視
点
と
し
て

　
医
療
人
類
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
社
会
理
論
の
一
部
で
あ
る
健

康
の
社
会
的
決
定
要
因
説
の
影
響
力
が
極
め
て
大
き
い
。
こ
の
学
説

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
人
々
の
健
康
レ
ベ
ル
を

決
定
す
る
の
で
あ
り
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
健
康
レ
ベ
ル
も
高
く
な
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
健
康
レ
ベ
ル
は
ま

す
ま
す
低
く
な
る
。
し
か
し
仮
に
機
械
的
に
こ
の
健
康
の
社
会
的
決

定
要
因
説
を
用
い
れ
ば
、
例
え
ば
、
た
だ
収
入
レ
ベ
ル
や
教
育
程

度
、
官
職
や
職
業
の
み
を
指
標
と
し
て
社
会
経
済
的
地
位
が
健
康
レ

ベ
ル
に
影
響
す
る
と
し
て
分
析
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
、

部
分
的
な
社
会
的
事
実
を
再
度
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
健

康
の
社
会
的
決
定
要
因
説
を
う
ま
く
運
用
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の

他
の
理
論
的
架
橋
が
必
要
と
な
る
。

　
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
説
に
比
べ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論

的
背
景
が
あ
る
構
造
的
暴
力
論
に
は
さ
ら
に
深
い
考
察
が
あ
り
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
に
よ
る
制
度
化
さ
れ
た
冷
淡
説
（In sti tu-

tion alized C
old-H

earted T
heory

）
と
も
相
互
に
響
き
あ
っ
て
い

る
。
構
造
的
暴
力
の
概
念
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
社
会
学
者
で
あ
る
ヨ

ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
に
よ
る
、
人
々
の
生
存
欲
求
、
健
康
欲
求
、

身
分
へ
の
欲
求
、
自
由
へ
の
欲
求
が
剥
奪
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の

分
析
と
批
判
に
由
来
し
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
構
造
的
暴
力
と
は
、
社
会
制
度
、
福
利
制
度
、
就
業
制

度
、
医
療
制
度
が
意
識
形
態
と
組
み
合
わ
さ
る
暴
力
で
あ
る
。
構
造

的
暴
力
と
戦
争
暴
力
、
民
族
の
衝
突
あ
る
い
は
犯
罪
暴
力
と
の
異
な

る
点
は
、
そ
れ
が
合
理
化
、
合
法
化
、
自
然
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う

性
質
に
あ
る
。
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
平
和
な
時
期
の
最
も
典

型
的
な
暴
力
の
形
態
は
構
造
的
暴
力
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
国
境
を
越

え
た
経
済
体
が
資
本
を
用
い
て
政
府
に
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
を
お
こ

な
う
こ
と
に
集
中
的
に
表
れ
て
い
る
。
資
本
権
力
と
国
家
権
力
が
手

を
結
ぶ
と
き
、
メ
デ
ィ
ア
を
買
収
し
、
異
な
る
政
治
的
見
解
を
封
殺

し
、
正
義
を
お
こ
な
う
知
識
人
の
公
共
イ
メ
ー
ジ
を
棄
損
し
、
保
守

団
体
を
扇
動
し
て
公
平
な
社
会
発
展
の
た
め
の
立
法
に
反
対
す
る
。

そ
の
目
的
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
範
囲
で
資
本
主
義
を
拡
張
し
搾
取
を

進
め
る
た
め
に
便
利
だ
か
ら
で
あ
〉
32
〈

る
。

　
構
造
的
暴
力
の
学
説
に
呼
応
す
る
制
度
化
さ
れ
た
冷
淡
説
は
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
系
知
識
人
に
よ
る
が
、
そ
の
要
点
は
「
解
放

の
神
学
」（Liberation theology

）
を
用
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
権

威
あ
る
人
々
が
貧
困
状
態
に
あ
る
人
々
の
グ
ル
ー
プ
に
関
心
を
持
た

な
い
こ
と
へ
挑
戦
す
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
者
居
住
地
区
に

お
い
て
は
幼
児
の
死
亡
率
が
低
下
せ
ず
、
貧
困
者
た
ち
は
極
度
の
栄
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養
不
良
状
態
に
あ
り
、
彼
ら
の
多
く
は
失
業
し
て
お
り
、
家
庭
が

次
々
と
破
綻
し
て
お
り
、
青
少
年
の
犯
罪
も
低
年
齢
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
み
な
、
制
度
化
さ
れ
た
冷
淡
さ
に
由
来
し
て
お
り
、
社
会

に
お
い
て
は
抗
議
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
で
き
ず
に
い
る
。

　
し
か
し
、
社
会
の
上
流
に
位
置
す
る
人
々
は
こ
の
問
題
を
一
顧
だ

に
せ
ず
、
メ
デ
ィ
ア
も
報
道
の
責
任
を
負
わ
ず
、
中
流
階
級
は
犯
罪

率
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
逃
げ
出
す
傾
向
に
あ
る
。
社
会
正
義

に
つ
い
て
の
思
想
は
社
会
全
体
に
お
い
て
後
退
、
萎
縮
し
て
、
制
度

化
さ
れ
た
冷
淡
さ
が
悪
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、解
放
の
神
学
は
、

社
会
が
規
律
を
失
っ
て
い
る
責
任
を
貧
し
い
者
か
ら
豊
か
な
者
、
権

威
の
あ
る
階
層
、
中
産
階
級
、
知
識
界
、
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
と

移
行
さ
せ
、
そ
し
て
教
会
を
そ
の
中
心
的
な
矢
面
に
立
た
せ
〉
33
〈

る
。

　
制
度
化
さ
れ
た
冷
淡
説
の
批
判
は
、
し
ば
し
ば
下
層
か
ら
の
声
と

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
欠
い
て
お
り
、
人
間
の
主
体
性
、
能
動
性
、

主
体
意
識
が
基
本
的
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
悲
し
み

と
思
い
や
り
を
切
り
口
と
す
る
医
療
人
類
学
研
究
の
な
か
で
あ
る
程

度
は
修
正
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
五
年
以
降
、
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
に
つ
い
て
の
科
学
論
文
が
次
々
と
現
れ
て
い
る
。
妊
婦
が
ジ
カ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
小
頭
症
を
も
た
ら
す
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
、
ま
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
東
北
部
に
現
れ
た
。
こ
の
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
被
害
は
、
は
じ
め
ゴ
シ
ッ
プ
に
よ
る
伝
播
を
経
て
、
大

量
の
新
生
児
の
頭
部
に
障
害
が
現
れ
た
伝
説
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
次
々
と
恐
慌
を
も
た
ら
し
た
。

　
世
界
保
健
機
関
は
二
〇
一
六
年
二
月
、
正
式
に
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
が

国
際
的
な
関
心
を
集
め
る
公
共
衛
生
の
事
件
で
あ
る
と
声
明
を
出
し

た
。
二
〇
一
七
年
一
一
月
ま
で
に
各
地
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
衛
生
機
関
へ

一
万
四
九
一
六
例
の
疑
わ
し
い
病
例
と
、
三
〇
〇
〇
例
の
確
定
事
例

が
報
告
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
二
八
四
六
例
に
つ
い
て
は
調
査
中
と
さ
れ

た
。
確
定
し
た
病
例
の
う
ち
、
一
九
六
三
例
は
こ
の
時
点
で
専
門
科

で
の
治
療
を
受
け
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
始

ま
っ
て
す
ぐ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
著
名
な
人
類
学
者
で
あ
る
デ
ボ
ラ
・

ジ
ニ
ス
は
二
つ
の
種
類
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
研
究
に
着
手
し
た
が
、
一

つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
パ
ラ
イ
バ
州
の
医
師
と
科
学
者
で
あ
り
、
も
う

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
パ
ラ
イ
バ
州
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
で
あ
っ
〉
34
〈

た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
パ
ラ
イ
バ
州
か
ら
検
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
国
内
で
最
も
多
く
、
さ
ら
に
こ
の
地
域
は
様
々
な
民
族
的
背
景

の
人
々
、
黒
人
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
系
の
人
々
が
多

数
を
占
め
る
周
辺
的
地
域
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
西
南
部
に
比
べ
て
、

パ
ラ
イ
バ
州
は
発
展
か
ら
非
常
に
取
り
残
さ
れ
た
地
域
と
い
え
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
全
国
の
生
活
水
準
に
お
い
て
、
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
人
口

比
率
は
二
五
％
に
達
し
て
い
る
が
、
パ
ラ
イ
バ
州
に
関
す
る
比
率
は

四
五
％
に
の
ぼ
る
。
医
師
や
科
学
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か

で
、
ジ
ニ
ス
は
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
報
告
に
遅
れ
が
発
生
し
て
い
た

問
題
を
知
る
に
い
た
っ
た
。
現
地
の
医
師
た
ち
は
、
そ
の
臨
床
経
験

か
ら
、
小
頭
症
の
嬰
児
が
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
現
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
た
め
、
医
師
た
ち
は
、
現
地
の
科
学
者
た
ち
と
の
議
論
を
通

じ
て
め
っ
た
に
見
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
し
て
疑
っ
て
い
た
が
、

遠
く
南
部
の
権
威
あ
る
科
学
者
は
こ
の
種
の
推
測
を
軽
く
あ
し
ら

い
、
辺
鄙
な
地
域
の
医
師
や
科
学
者
が
ウ
イ
ル
ス
を
識
別
で
き
て
い

な
い
と
考
え
、
稀
な
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
臨
床
症
状
に
つ
い
て
議

論
の
資
格
が
な
い
と
み
な
す
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
蚊
を
媒
介
と
す
る

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
の
人
類
へ
の
感
染
例
は
、
古
く
は
一
九
四
〇
年
代
の

ウ
ガ
ン
ダ
で
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ

れ
、
ま
た
そ
の
あ
と
は
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
極
め
て

ま
れ
な
ウ
イ
ル
ス
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
爆
発
的
感
染
に
見
舞

わ
れ
た
パ
ラ
イ
バ
州
の
医
師
と
科
学
者
た
ち
は
、
圧
力
を
は
ね
の
け

て
感
染
状
況
を
公
開
し
続
け
る
こ
と
で
、
世
界
保
健
機
関
の
介
入
を

促
し
、
つ
い
に
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
流
行
の
真
相

を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
妊
婦
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
、
ジ
ニ
ス
は

パ
ラ
イ
バ
州
の
社
会
の
低
層
の
人
々
の
生
活
が
劣
悪
な
環
境
の
中

で
、
蚊
が
集
ま
る
水
場
か
ら
取
水
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
堕
胎
は
違
法
行
為
で
あ
り
、
産
児
制
限
は
推
奨
さ
れ
て
お

ら
ず
、
底
辺
社
会
に
生
き
る
女
性
に
は
妊
娠
検
査
の
機
会
が
乏
し

い
。
流
産
を
し
て
も
自
分
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
妊
婦

も
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
女
性
た
ち
か
ら
死
亡
し
た
嬰
児
を
科

学
研
究
機
関
に
献
体
す
る
こ
と
は
容
易
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
最
終
的
に
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
を
確
定
し
た
の
も
、
女
性
が
研
究
機

関
に
提
供
し
た
嬰
児
の
遺
体
の
頭
蓋
部
か
ら
こ
れ
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
ほ
か
に
も
、
女
性
た
ち
が
自
ら
の
羊
水
を
病
院
に
提
供

し
検
体
し
た
こ
と
で
、
医
師
ら
が
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
を
検
査
す
る
能
力

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ジ
ニ
ス
は
、
パ
ラ
イ
バ
州
の
医
師
や
科
学
者
た
ち
が
感
染
状
況
を

公
開
し
続
け
た
何
者
も
恐
れ
な
い
精
神
と
科
学
研
究
の
た
め
に
貢
献

し
た
女
性
た
ち
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
慈
悲
に
関
す
る
社
会
学
分
析

の
枠
組
み
を
借
用
し
、
制
度
批
判
の
限
定
性
を
回
避
し
て
い
る
。
彼

女
の
研
究
は
、
特
に
、
極
度
の
困
難
と
非
常
に
深
い
悲
し
み
の
な
か

に
あ
っ
て
も
利
他
主
義
的
精
神
が
凝
縮
し
た
感
情
を
放
棄
し
な
か
っ

た
弱
者
グ
ル
ー
プ
を
捉
え
て
い
る
。
慈
悲
の
社
会
学
の
主
旨
は
、
個

人
が
見
知
ら
ぬ
人
の
苦
痛
に
同
情
心
を
生
み
出
す
本
能
が
ど
の
よ
う

に
集
合
的
な
悲
哀
へ
と
昇
華
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
〉
35
〈
る
。
ジ
ニ

ス
の
人
類
学
研
究
は
、
医
師
た
ち
の
仁
の
集
合
性
を
提
示
し
て
お

り
、
か
つ
、女
性
患
者
た
ち
の
「
同
病
相
哀
れ
む
」論
理
を
詳
述
し
た
。

三
　
中
国
で
流
行
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に 

関
す
る
人
類
学
的
研
究

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
中
国
で
大
規
模
流
行
す
る
ま
で
、
新
型

の
感
染
症
に
関
す
る
中
国
の
人
類
学
研
究
は
一
貫
し
て
少
な
く
、
二

〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
の
中
国
人
類
学
の
論
文
も
わ
ず
か

に
数
篇
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
徐
傑
舜
に
よ
る
衛
生
陋
習
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に
関
す
る
論
述
や
、
杜
靖
の
農
民
が
天
を
祀
り
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
疫

病
神
を
送
り
出
し
た
記
録
、
こ
の
論
文
の
前
半
で
提
示
さ
れ
て
い
る

胡
宗
澤
が
河
北
省
で
遭
遇
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
現
地
研
究
が
含
ま

れ
〉
36
〈

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
爆
発
的
流
行
を
経
て
、
中
国
人
類

学
の
反
応
は
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
が
以
下
で
議
論
し

た
い
状
況
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
規
模
流
行
の
の
ち
、
中
国
の
人
類
学

者
た
ち
は
即
座
に
行
動
を
起
こ
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
注
目
に
値
す

る
の
は
雲
南
大
学
の
支
援
の
も
と
で
二
九
項
目
の
調
査
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
あ
る
調
査
者
は
日
常
生
活
上
の
利
便
性
か
ら
自
身
の
身
近
に
発

生
し
た
防
疫
問
題
を
探
求
し
て
お
り
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

通
じ
て
健
康
の
「
知
行
信
」
研
究
を
始
め
た
調
査
者
も
い
る
。

　
さ
ら
に
、
各
種
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
国
境
部
の
防
疫
研

究
を
展
開
す
る
学
者
も
い
る
。
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で

は
、
基
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
防
疫
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み

る
研
究
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
細
か
く
見
れ
ば
二
九
項

目
の
研
究
課
題
を
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
は
、

疾
病
の
伝
播
に
関
す
る
分
析
で
あ
り
、
二
つ
目
は
疾
病
が
も
た
ら
す

衝
撃
に
関
す
る
分
析
で
あ
り
、
三
つ
目
は
応
急
対
応
に
つ
い
て
の
分

析
で
あ
る
。

　
第
一
の
分
類
に
含
ま
れ
る
研
究
に
基
づ
く
判
断
は
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

　
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
法
則
は
、
は
じ
め
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
野
生

動
物
が
市
場
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
が
市
場
に
お
い
て

動
物
の
宿
主
か
ら
種
族
を
超
え
て
人
間
に
感
染
し
、
患
者
が
病
院
で

医
療
ス
タ
ッ
フ
や
ほ
か
の
人
々
へ
と
感
染
を
広
げ
る
。
大
規
模
な
集

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
会
食
な
ど
の
社
交
活
動
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ウ

イ
ル
ス
が
拡
散
し
た
。
旧
正
月
前
の
大
規
模
な
人
的
流
動
に
よ
っ
て

ウ
イ
ル
ス
が
湖
北
省
か
ら
各
地
に
も
た
ら
さ
れ
る
契
機
に
な
り
、
各

地
で
は
社
会
的
距
離
を
十
分
に
と
ら
ず
、
医
療
機
関
の
防
備
が
緩

か
っ
た
た
め
に
、
ウ
イ
ル
ス
は
一
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
感
染
を
広

げ
病
院
で
の
感
染
拡
大
を
招
い
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
こ
の
連
鎖
の

な
か
で
、
ウ
イ
ル
ス
を
も
っ
た
生
物
が
種
族
を
超
え
る
こ
と
が
第
一

波
の
ウ
イ
ル
ス
伝
播
の
問
題
で
あ
る
。

　
雲
南
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
の
支
援
の
下
、
浙
江
大
学
の
徐

俊
芳
は
一
部
の
中
国
の
飲
食
行
為
か
ら
出
発
し
て
、
野
生
動
物
の

「
饕
餮
」（『
山
海
経
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
悪
食
の
怪
物
）
研
究
を

始
め
て
お
り
、
地
理
空
間
の
情
報
を
利
用
し
、
野
生
動
物
の
レ
ス
ト

ラ
ン
の
広
告
を
探
索
し
、
そ
の
他
の
野
趣
あ
ふ
れ
る
味
わ
い
の
情
報

と
野
生
動
物
の
種
類
、
そ
れ
ら
を
提
供
す
る
店
の
地
理
的
分
布
を
収

集
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
の
分
類
に
入
れ
た
研
究
に
基
づ
く
判
断
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　
感
染
症
は
社
会
生
活
に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
影
響

の
あ
り
か
た
は
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
隔
離
、
正
常
な
仕
事
の
や
り
方
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の
停
滞
、
経
済
的
不
況
、
ほ
か
の
疾
病
を
患
っ
て
い
る
人
々
が
治
療

を
受
け
る
こ
と
の
困
難
さ
、
学
生
が
登
校
で
き
な
い
こ
と
、
家
に
引

き
こ
も
る
生
活
、
家
庭
内
の
矛
盾
、
心
理
的
危
機
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
の
葬
儀
の
問
題
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
問
題

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
の
葬
儀
の
問
題
は
、

「
人
気
の
な
い
分
野
」
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
中

国
人
民
大
学
の
郭
躍
山
は
雲
南
大
学
の
資
金
援
助
を
得
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
と
一
九
一
〇
年
の
東
北
地
域
で
起
き
た

ペ
ス
ト
の
流
行
時
期
に
お
け
る
遺
体
埋
葬
と
葬
儀
の
形
式
と
の
比
較

研
究
を
始
め
て
い
る
。

　
第
三
の
分
類
に
含
め
た
研
究
に
基
づ
く
判
断
は
、次
の
も
の
で
あ
る
。

　
応
急
措
置
的
行
為
は
最
初
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
な
か
で
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
後
に
発
生
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
隔
離
、
宣
伝
へ
の
動

員
、
親
族
や
友
人
間
のW

eC
hat

に
よ
る
連
絡
網
の
形
成
、
寄
付
や

救
援
な
ど
の
行
為
と
い
っ
た
も
の
は
、
す
べ
て
正
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

範
疇
に
属
し
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
暴
露
や
排
斥
、
極
端
な
例

で
は
感
染
者
を
罵
る
こ
と
と
い
っ
た
行
為
は
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
属

す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
雲
南
大
学
、
中
山

大
学
お
よ
び
中
山
大
学
付
属
病
院
の
支
援
の
下
で
、
中
山
大
学
の
余

成
普
は
広
東
省
湖
北
支
援
医
療
チ
ー
ム
の
帰
郷
の
た
め
の
臨
時
隔
離

ホ
テ
ル
に
住
み
込
み
、
医
師
や
看
護
師
ら
感
染
症
対
策
の
最
前
線
に

い
る
人
々
の
オ
ー
ラ
ル
な
資
料
の
収
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
進
行
中
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
除
い
て
、
中
国
の
人
類

学
で
は
す
で
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
何
明
は
生
活
様
式
と
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
切
り
口
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

の
社
会
的
ロ
ジ
ッ
ク
を
分
析
し
た
。
景
軍
と
高
良
敏
は
新
型
伝
染
病

の
早
期
警
戒
に
関
す
る
社
会
条
件
を
討
論
し
、
項
飆
は
人
口
の
流
動

が
も
た
ら
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
、
制
御
が
直
面
し
て

い
る
困
難
を
分
析
し
た
。
潘
天
舒
は
か
つ
て
お
こ
な
っ
た
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
人
々
の
適
応
性
叡
智
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
に
つ
い
て
突
破
性
の
あ
る
論
述
を
お
こ
な
い
、

秦
紅
増
が
大
規
模
な
感
染
症
に
関
す
る
調
査
研
究
は
人
類
学
と
多
分

野
、
多
部
門
の
協
力
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
〉
37
〈

た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
人
類
学
の
博
士
課
程
の
学
生
で
あ
る
斉
騰
飛
は
ア
フ
リ
カ

か
ら
ケ
ニ
ア
の
防
疫
に
関
す
る
分
析
レ
ポ
ー
ト
を
送
っ
て
き
て
お

り
、
現
在
、
論
文
審
査
の
段
階
に
あ
る
。

　
総
じ
て
、
中
国
の
人
類
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

反
応
と
し
て
、
時
宜
に
か
な
っ
た
、
能
動
的
で
多
様
な
視
角
に
よ
る

研
究
方
向
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
。

結
　
論

　
晩
年
の
費
孝
通
は
時
代
的
感
性
に
溢
れ
た
文
章
で
あ
る
「
文
化
論

の
な
か
の
人
と
自
然
の
関
係
の
再
認
識
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の

文
章
は
短
い
が
、
そ
の
言
及
す
る
問
題
は
非
常
に
重
い
。
長
き
に
わ
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た
っ
て
人
類
学
と
社
会
学
の
視
点
か
ら
発
展
の
研
究
を
し
て
き
た
費

孝
通
は
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
簡
潔
な
語
句
で
、
高
度
な
現
代
化
が

進
む
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
「
物
と
我
と
の
対
立
」
意
識
も
ま
す
ま
す

色
濃
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
曰
く
「
こ
の
種
の
傾

向
の
も
と
、
我
々
人
文
世
界
は
人
の
た
め
に
自
然
界
を
改
造
す
る
こ

と
が
成
就
で
あ
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
文
世
界

と
自
然
界
を
対
立
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
生
物
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人

を
も
自
然
界
と
対
立
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
」。

　
続
け
て
費
孝
通
は
「
人
と
自
然
の
対
立
を
基
本
的
な
観
点
と
す
る

こ
と
で
、
す
で
に
自
然
に
よ
る
抵
抗
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
は
っ

き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
汚
染
さ
れ
た
環
境
が
ま
さ
に
人
々
に
生
活

の
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
こ
の
こ
と
を
現
在
の
人
々
が
感
じ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
を
征
服
し
よ
う
と
い
う
愚
か
な

試
み
に
対
す
る
自
然
に
よ
る
小
さ
な
反
抗
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
、
と

言
え
る
」。
人
間
の
力
が
自
然
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
世
界
観
に
陥
る

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
脱
す
る
の
か
に
つ
い
て
論
及
す
る
と
き
、
費
孝

通
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
中
華
伝
統
に
お
い
て
は
、
一
貫
し

て
古
典
『
易
経
』
を
高
く
評
価
す
る
流
れ
が
あ
り
、『
易
経
』
は
主
に

陰
陽
が
相
補
っ
て
統
一
す
る
太
極
を
説
い
て
い
る
。
太
極
と
は
す
な

わ
ち
我
々
が
近
年
言
う
と
こ
ろ
の
宇
宙
で
あ
り
、
二
つ
が
合
わ
さ
っ

て
一
つ
に
な
る
こ
と
が
そ
の
基
本
的
な
公
式
で
あ
る
。
天
人
合
一
と

は
ま
さ
に
こ
の
宇
宙
観
の
見
解
で
あ
っ
て
、
中
華
伝
統
と
は
、
総
じ

て
言
え
ば
、
分
立
に
反
対
し
統
一
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
統

一
は
天
人
合
一
の
表
明
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ま
で
天
と
人
と
の
対

立
に
反
対
し
て
お
り
、
極
大
化
し
た
功
利
主
義
の
態
度
を
も
っ
て
一

方
的
に
自
然
を
人
間
の
需
要
に
合
う
よ
う
に
改
造
す
る
こ
と
に
反
対

し
、
人
間
が
可
能
な
限
り
自
然
に
適
応
す
る
こ
と
を
主
張
し
て

き
〉
38
〈

た
」。

　
費
孝
通
の
透
徹
し
た
論
述
を
参
考
に
す
る
と
、
近
年
の
人
類
学
に

お
け
る
存
在
論
的
転
回
の
努
力
は
、
人
間
を
取
り
巻
く
自
然
の
位
置

づ
け
と
、
自
然
の
人
間
世
界
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
弁
証

論
的
な
思
考
を
運
用
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
。
本
論
が

提
示
し
た
伝
染
病
に
関
す
る
人
類
学
研
究
が
示
し
た
よ
う
に
、
我
々

は
疫
病
研
究
に
関
し
て
も
、
縁
起
論
、
総
体
論
お
よ
び
生
態
理
念
の

天
人
合
一
論
を
支
え
る
豊
か
な
思
索
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
縁
起
論
と
は
、
現
象
の
存
在
を
単
独
の
も
の
と
み
な
す
の
で
は
な

く
、
各
種
の
条
件
が
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
み
る
立
場
で
あ

る
。
総
体
論
は
、
世
界
全
体
が
変
化
の
予
測
で
き
な
い
関
係
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
な
か
に
あ
り
、
不
可
分
の
全
体
と
し
て
存
在
し
、
各
部
分

が
す
べ
て
相
互
依
存
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
て
、
人
と
自
然
の
関

係
も
生
い
茂
る
葦
の
よ
う
に
お
互
い
に
依
存
し
あ
っ
て
い
る
と
み
る

考
え
方
を
指
す
。

　
中
国
の
医
療
人
類
学
が
過
去
二
〇
年
余
り
発
展
し
て
き
た
基
点

は
、
天
人
合
一
論
を
体
現
す
る
生
物
社
会
一
体
性
の
理
論
で
あ
る
。

具
体
的
な
研
究
は
、
海
外
の
医
療
人
類
学
の
発
展
の
経
験
を
参
照
し

つ
つ
も
、
あ
る
程
度
の
国
内
の
実
証
的
研
究
の
成
果
を
下
地
と
し
て
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い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
中
国
大
陸
の
医
療
の
多
元
性
と
い
う
事
実

が
豊
富
な
研
究
材
料
を
提
供
し
て
お
り
、
医
療
人
類
学
研
究
の
更
な

る
発
展
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
大
陸
の
疾
病
リ
ス
ト

の
変
化
は
、
医
療
実
践
と
社
会
変
遷
に
関
す
る
多
く
の
重
要
な
問
題

と
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
中
国
の
医
療
人
類
学
研
究
に

よ
り
強
い
社
会
と
の
相
関
性
を
持
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
中

国
の
高
等
教
育
機
関
に
は
医
療
人
類
学
の
専
門
の
人
材
養
成
機
関
が

設
置
さ
れ
、
そ
の
数
は
ま
だ
今
後
の
増
加
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
機
関
の
能
力
も
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

が
、
本
論
に
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の
医
療
人
類
学
の
分

野
で
は
、
医
学
の
わ
き
役
で
は
な
く
、
ほ
か
の
国
の
研
究
者
た
ち
と

同
様
に
、
人
類
の
健
康
、
疾
病
や
苦
痛
、
医
療
制
度
、
人
類
の
生
物

文
化
適
応
性
に
つ
な
が
る
生
物
と
社
会
を
一
体
化
す
る
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
か
ら
人
類
の
健
康
問
題
な
ど
に
関
し
て
、
独
自
の
領
域
で
考

察
を
展
開
し
て
い
る
。

　
も
し
過
去
二
〇
年
間
で
中
国
の
人
類
学
が
エ
イ
ズ
の
予
防
と
治
療

行
為
に
対
し
て
広
汎
に
介
入
し
大
い
に
協
力
し
て
い
た
も
の
の
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
以
降
は
医
療
人
類
学
分
野
に
よ
る
大
規
模
な
考
察
が

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
て
い
る

な
か
、
中
国
に
お
け
る
疫
病
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
は
、
か
つ
て

の
エ
イ
ズ
研
究
の
系
譜
を
受
け
継
い
だ
う
え
で
、
社
会
全
体
に
お
け

る
受
動
的
な
局
面
を
避
け
る
た
め
、
文
化
と
社
会
領
域
に
成
し
え
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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